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「瀬⼾市ICT戦略推進プラン・官⺠データ活⽤推進計画」 及び
「DX重点取組み事項」の進捗状況

（令和4年度 第3回瀬⼾市ICT活⽤・DX推進協議会 資料）

令和5年3月20日
瀬⼾市 経営戦略部 情報政策課

（※資料内記述で「R3」は令和3年度で3年4月1日〜4年3月31日の期間、
「R4」は令和4年度で4年4月1日〜5年3月31日の期間であり、

瀬⼾市役所における会計年度となります）
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1 「瀬⼾市ICT戦略推進プラン・
官⺠データ活⽤推進計画」

の進捗状況
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︓指標達成⼜は
達成⾒込み

︓推進中だが
指標値未達成

︓取組完了⼜は
指標値設定なし

︓次年度に指標
値を⾒直し基本目標 「①まちの活性化」
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︓推進中だが
指標値未達成

︓取組完了⼜は
指標値設定なし

︓次年度に指標
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︓指標達成⼜は
達成⾒込み

︓推進中だが
指標値未達成

︓取組完了⼜は
指標値設定なし

︓次年度に指標
値を⾒直し基本目標 「②⽣活の利便性向上」
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基本目標 「③ICT基盤の強化」 ︓指標達成⼜は
達成⾒込み

︓推進中だが
指標値未達成

︓取組完了⼜は
指標値設定なし

︓次年度に指標
値を⾒直し
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基本目標 「③ICT基盤の強化」 ︓指標達成⼜は
達成⾒込み

︓推進中だが
指標値未達成

︓取組完了⼜は
指標値設定なし

︓次年度に指標
値を⾒直し
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基本目標 「④スマート自治体の実現」 ︓指標達成⼜は
達成⾒込み

︓推進中だが
指標値未達成

︓取組完了⼜は
指標値設定なし

︓次年度に指標
値を⾒直し
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2 「DX重点取組み
事項」の進捗状況

瀬⼾市
DX重点取組み事項のロードマップ



・マイナンバーカードで市役所の諸⼿続きをネットで⾏える「マイナポータルぴったりサービス」
の⼿続き種類を増やし、市⺠の皆様に利便性を提供すべく、市役所側のシステムの
機能改修に対応中です。

データ連携

3月迄の
状況

【機能の新設・改修に対応】

ぴったりサービス
連携サーバー

現在

４
月
1
日
よ
り
運
⽤
開
始
予
定
（瀬
⼾
市
）

子育て関係
1 児童⼿当等の受給資格及び児童⼿当の額についての認定請求
2 児童⼿当等の額の改定の請求及び届出
3 ⽒名変更／住所変更等の届出
4 受給事由消滅の届出
5 未支払の児童⼿当等の請求
6 児童⼿当等に係る寄附の申出
7 児童⼿当に係る寄附変更等の申出
8 受給資格者の申出による学校給食費等の徴収等の申出
9 受給資格者の申出による学校給食費等の徴収等の変更等の申出

10 児童⼿当等の現況届
11 支給認定の申請
12 保育施設等の利⽤申込
13 保育施設等の現況届
14 児童扶養⼿当の現況届の事前送信
15 妊娠の届出

介護関係
1 要介護・要支援認定の申請
2 要介護・要支援更新認定の申請
3 要介護・要支援状態区分変更認定の申請
4 居住(介護予防)サービス計画作成(変更)依頼の届出
5 介護保険負担割合証の再交付申請
6 被保険者証の再交付申請
7 高額介護(予防)サービス費の支給申請
8 介護保険負担限度額認定申請
9 居宅介護(介護予防)福祉⽤具購⼊費の支給申請

10 居宅介護(介護予防)住宅改修費の支給申請
11 住所移転後の要介護・要支援認定申請

2
月
６
日
よ
り

運
⽤
中
（全
国
）※転出・転⼊関係は現在4⼿続きとなっている

転出・転入関係
1 転⼊届
2 転居届
3 マイナンバーカードの住所変更・署名⽤電⼦証明書の発⾏
4 印鑑登録
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受付受付

【デジタル祭りの来場者体調チェック】（11/13）

来場者

【税務課による家屋調査依頼】（6⽉〜）

現在

・申請や調査の回答を受ける運営側は、ネット画⾯で申請／回答する「⼊⼒様式」
などの準備が必要となります。この作成方法を庁内の必要部署に⼿引書を⽤いて
説明し、活⽤の拡大を図っています。

【保育園⾒学申し込み申請の作成に向けた学習会】（9⽉開催）

3月迄の
状況

・各保育園の⾒学申込みに関する
電⼦申請が構築され現在運⽤中です。

【あいち電子申請・届出システム】

⾒学申込み取扱い実績
196件/10園

（9月運⽤開始〜1月受付終了） 14



【マイナンバーカードによるコンビニでの証明書発⾏実績 H27〜R4年度】

2月迄の
状況

・本庁1Fの市⺠課前にもコンビニと同じ
マルチコピー機を設置し、10月より証明書
の取得が可能となっています。
これにより、対象の証明書に限られますが、
市役所にご来訪いただいても、当機の
ご利⽤でお受け取りの待ち時間が短く
なります。

・マイナンバーカードによる
コンビニでの証明書取得は
瀬⼾市では平成27年
（2015）からはじまり
ました。
昨年度の証明書類の
追加も含めた発⾏数の
推移は、右のように年々
増加しています。

＜参考＞
令和元年〜本年2月までの本市のマイナンバーカードの
申請・交付数累計

申請数︓86,628件（対⼈⼝申請率67.2%）
交付数︓79,466件（対⼈⼝交付率61.7%）

（なお、全国の交付率は63.5％）

現在

・運⽤開始以降、利⽤は増加傾向で
5ヵ月で計552通、ひと月平均だと
約110通が当機で発⾏されています。

【マルチコピー機 証明書発⾏実績 R4年度】

2月迄の
状況

※2⽉末
↓

・コンビニエンスストアのマルチコピー
機での証明書取得数は、2月末
時点で13,001通で、昨年度の
実績を上回っています。
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R4 R5

QR/バーコード 3⽉ 4⽉ 5⽉ 6⽉ 7⽉ 8⽉ 9⽉ 10⽉ 11⽉ 12⽉ 1⽉ 2⽉ 総計
au PAY 3 5 8 9 10 29 23 30 31 26 41 36 251
d払い 7 5 17 12 20 25 25 30 26 29 47 38 281
PayPay 41 39 35 48 56 77 94 157 146 136 163 176 1168
WeChat Pay 1 1 1 3
メルペイ 2 2 4 8 7 7 9 3 10 52
総計 51 49 62 72 87 135 150 224 211 200 254 260 1755
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・現在、市の体育館や文化センター
などの施設の利⽤料⾦の支払いは、
キャッシュレスに対応していないため、
施設利⽤前に窓⼝にて現⾦で支払
うことになっています。
将来、予約システムで施設利⽤を申込む
と同時にキャッシュレス支払いが可能
にすることを検討しています。
※予約時に決済システムとつながりキャッシュレスで即時に支払うことを

「オンライン決済（即時決済）」と呼び、右図は後者について導⼊
を検討することを示しています。

現在

R4 R5

クレジットカード・電子マネー 3⽉ 4⽉ 5⽉ 6⽉ 7⽉ 8⽉ 9⽉ 10⽉ 11⽉ 12⽉ 1⽉ 2⽉ 総計
[ApplePay]QUICPay 1 1 2
American Express 3 4 2 8 2 11 5 7 6 5 6 3 62
Diners Club 2 2 1 5
iD 6 7 7 7 10 20 25 21 30 19 26 30 208
JCB 8 1 9 7 7 14 16 11 24 13 27 14 151
Mastercard(R) 11 7 1 13 7 10 16 18 25 13 20 25 166
QUICPay 6 5 10 18 13 20 16 23 28 25 21 45 230
UnionPay(銀聯) 1 2 3
Visa 19 19 25 21 16 25 29 52 39 49 35 46 375
交通系電子マネー 5 6 5 10 13 10 17 14 27 19 31 33 190
[ApplePay]iD 1 1
総計 58 50 59 84 68 114 124 148 181 143 168 196 1393

【証明書発⾏⼿数料のキャッシュレス（CL）取扱い件数実績／本庁市⺠課窓⼝】

3月迄の
状況

・県の複数市町で共同利⽤している現⾏の
施設予約システムの次期バージョンは、
令和8年度1月の稼働を目指して準備を
次の予定で進めます。

次期システム
仕様の検討

システム
選定

新
システム
移⾏

R5・６年度 R7年度 R８年度 1月稼働

・キャッシュレス決済は現在運⽤中の市⺠課と税務課
の窓⼝に加えて、４月から庁外施設「ノベルティ・
こども創造館」で運⽤開始します（体験料が対象）。

ノベルティ・
こども創造館

2月迄の
状況

・本庁の市⺠課窓⼝で運⽤開始から2月迄のCL取扱件数の
合計（点線マルの計）は3,148件。一方、同窓⼝の現⾦も含め
た取扱件数は36,345*件につき、CL⽐率は8.6％でした。

＊CL決済システムの売上集計機能により算出された値



　　 

=回答率＝
回
応

正
回

89.7%＝正答率=
81.5%

14,177
回答として再学
習を要する質問

1,448

正答
12,729

除外した質問
（無意味な質問）

4,832

全質問数

応答
17,386

22,218

17,386

準備された
回答が無かっ

た質問
3,209

回答
14,177

3月迄の
状況

【例︓次期システム検討（⽐較分析）】

現在

・令和4年度は2月末までにチャットボットに寄せられた質問総数が22,218件で、1ヵ月
あたりの平均は約2,020件でした。

２月迄の
状況

4⽉ 5⽉ 6⽉ 7⽉ 8⽉ 9⽉ 10⽉ 11⽉ 12⽉ 1⽉ 2⽉ ３⽉ 年合計
全質問 チャットボットに⼊⼒された全質問数 3,202 2,098 2,048 1,659 1,825 1,925 2,143 1,957 1,717 1,728 1,916 (未集計） 22,218
除外 無意味な質問数 674 703 556 210 172 407 381 477 376 353 523 〃 4,832
応答 何かしら返答をしたもの 2,528 1,395 1,492 1,449 1,653 1,518 1,762 1,480 1,341 1,375 1,393 〃 17,386
表題なし 新規に表題や回答追加の検討が必要なもの 475 237 281 228 283 174 189 207 152 161 196 〃 2,583
回答未⼊⼒ 回答が準備されていなかったもの 85 27 32 80 90 51 39 62 38 74 48 〃 626
回答 応答数から表題なしと回答未⼊⼒を除外した残り 1,968 1,131 1,179 1,141 1,280 1,293 1,534 1,211 1,151 1,140 1,149 〃 14,177
再学習要 回答から再学習を要するものを除外した残り 230 130 138 83 132 148 171 90 101 131 94 〃 1,448
正答 応答数から表題なし・回答未⼊⼒・再学習を除外したもの 1,738 1,001 1,041 1,058 1,148 1,145 1,363 1,121 1,050 1,009 1,055 〃 12,729

・ 「せとまちナビ」は現在、市役所が保有するコンピューター（サーバー）上で動作していますが、次年度に移⾏するシステム基盤
（アプリ）は「LINE+カナメト」にする方向です。
運⽤の詳細検討や関係部署の調整を今後進めます。【せとまちナビのサーバー】

【カナメトを先⾏利⽤されている他市の例】

【LINE+カナメトの提供機能の⼀例】（検討ポイント）
・利⽤者メリット
・安全性
・機能性
・導⼊実績
・対費⽤効果
・運⽤の利便性 17

・回答が準備されていたので回答
はしたが、そのうち正答は約9割、
全応答における正答は約7割
でした。

但し応答数を分⺟と
する正答率は73.2%



・「Seto CG Kid’sプログラム・アドバンス」や「教職員向けプログラミング研修」
を開催しました。

【7/31 Seto CG Kid’sプログラム】
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現在

3月迄の
状況

【開催実績 ※参加者数は延べ⼈数】

日程 会場 参加人数 日程 会場 参加人数 日程 会場 参加人数
21日 32
22日 15

8月 7日 オンライン 24
4日 モーキャプスタジオ 21
25日 オンライン 12

～

11月 6日 オンライン 11
12月 4日 オンライン 9
～

3月 19日 DRPC+オンライン 27 19日 オンライン 4
計 116 93 47

Seto CG Kid's Program Seto CG Kid's Advance 教職員向けプログラミング研修

9月

7月 31日 DRPC 89 31日 DRPC 12 效範小学校

・オープンデータとは国、地方公共団体及び事業者が保有する官⺠のデータのうち、誰もがインター
ネット等を通じて容易に⼊⼿・加工・編集・再配布等ができるように公開されたデータのことです。
オープンデータは「推奨データセット」として、政府が推奨するデータ種が公表され、作成上で準拠
すべきルールやフォーマット等が定めらました。
本市は、この「推奨データセット」に適合するように、オープンデータを
公開しています。

【デジタル庁運営のオープン
データの情報ポータルサイト
︓瀬⼾市の情報】

※「自治体標準オープンデータセット」の正式版は、令和5年3月公開とされています

・従来の「推奨データセット」は「自治体標準オープンデータ
セット」という正式名称となり、既存データセットの修正及び
データセット種別の新規追加が予定されています。

3月迄の
状況



・「瀬⼾まちの課題解決応援補助⾦」 （まちづくり協働課事業）を活⽤して高齢者のデジタル
デバイド対策を市⺠団体・NPO・⺠間事業者*殿のご協⼒のもと推進中しました。

【なごやスマホクラブの開催案内】

*グリーンシティケーブルテレビ

現在

・「メタバース」とはインターネット上
の3次元の仮想世界です。
この中に市内の一部を「バーチャル
瀬⼾」として構築し、にぎわいを
創出して観光・商業の振興と
⼈材育成を図ります。

11/13デジタル祭りでお披露目（以下イベント）
→ボディシェアリングデモ、著名vtuber参加、

バーチャル瀬⼾内ガイドツアーへ自宅から参加

【Webサイト／常時開設】【11/13「バーチャル瀬⼾」オープニングイベント】

3月迄の
状況

・スマホの操作や
活⽤を中心と
した講座を
各団体により
精⼒的に
開催いただき
ました。

【開催実績（講座実施回数）】

スマホ講座 スマホコーチに
なろう︕講座

スマートフォン
活用講座

名古屋スマホ倶楽部 NPO法⼈デジタル
サポーターズネット

グリーンシティ
ケーブルテレビ

7月 3
8月 3
9月 2 1

10月 4 2
11月 3 4
12月 3 1 2
1月 1 4
2月 3 2
計 18 6 14

・「バーチャル瀬⼾」は新聞、ラジオなどメディアによる
紹介に加えて、イベントを企画・実施し、公の認知
度を高めてまいります。

【2/11-14 バーチャル瀬⼾ バレンタインウィークイベント】
3月迄の

状況

192月末時点でイベント含めて約3,500人にご来訪いただきました



【多人数向け配信】

・大⼈数向け配信機能（Webinar）の導⼊を検討します。・話者追尾ビデオカメラと、高性能
マイク＆
スピーカーを導⼊
し運⽤開始
しました。

・Wi-Fi端末を庁外施設にも配布しました。
※但し公⽴保育園への配布は現地で接続設定が必要なことから保留中。

・議会資料を閲覧するシステムは、理事者（市役所側
出席者）に既配布された30ライセンスに加えて、さらに
30を追加してペーパーレスを促進しています。

現在

現在

・庁外施設にもWi-Fi設備を敷設しました。
・本庁内のWi-Fi接続端末（タブレット側PC）を配布しました（計100台）。

この端末の議会資料閲覧システム等により、対応する
職員もペーパレス化を推進しています。

*⾏政課、健康課×2、保育課×2、税務課、環境課、
社会福祉課、国保年⾦課、⾏政委員会事務局

3月迄の
状況

【議会資料閲覧システムの操作画⾯（例）】

起動
開催日程

議事一覧
資料閲覧

3月迄の
状況

・これまで延べ10部署*で左記機器を利⽤し、
うち6部署でこれら機器とは別のソフトウェア
により⾳声の文字起こしを⾏いました。

録⾳⾳声

⾳声文字おこしツール
（今回は単独のソフトウェア）

テキストデータ

【瀬⼾市議会（委員会）における
理事者による閲覧システム利用の例】

※瀬⼾市議会議会情報番組（youtube）より
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・「文書管理システム」は
各課内の従来の紙による
回覧や決裁を電⼦化する
（＝パソコン画⾯で⾏う）
しくみです。
左記ファイリングシステムの
展開と共にR4年度中に
全庁で本格運⽤します。
（各課が移⾏中）

・配備したテレワーク端末
の過不⾜の確認のため、
20台の4月〜5月の利⽤
状況を⾒ると平均で約
14%の予約率*でした。

*全20台の予約時間(h)合計︓4,058h
24h×61日(2ヵ月)×20台︓29,280h

3月迄の
状況

・テレワーク端末は、今年度の全期間で18.6％
の占有率となっています。

全20台の下記期間中の予約時間の総計 ＝ 32,590h

24h × 約12か月（4/1-３/31）× 20台 ＝ 175,200h
＝18.6％

【テレワーク端末利用状況（占有率）】

現在

現在

【参考︓市役所テレワーク端末の接続⽅式】

3月迄の
状況

・各課がチューブファイルやフラットファイルで保有の
実文書（紙媒体）のファイリングシステムへの
移⾏を進めました。今後、文書管理システムで
管理する電⼦文書の分類もこれに合わせます。

【ファイリングシステムへの移⾏例（情報政策課）】
Before After

【⽂書管理システム】

取組みによる主な効果
・事務の効率化（文書の検索時間・⼿間の短縮）
・組織的な文書管理の強化（担当外でも事務状況を把握）
・⽂書ライフサイクルの厳格化（作成・保管・保存・廃棄の適正化）21



・操作学習会を開催しました。RPA*を業務へ適⽤する知識の習得
及び実際の業務構築には相応の熟練が必要となります。

*RPA・・・Robotic Process Automation
（⼈間のPC作業をロボットのように自動化を実現するソフトウエアツール）
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活⽤（RPAによる業
務システム画⾯への
自動⼊⼒など）

・専⽤の書類スキャナーを導⼊し、対象業務へのOCR適⽤の準備をしました。
適⽤対象業務の流れを洗い出してRPA連携で⼊⼒自動化を
図る等の要件定義・運⽤再設計が今後の課題となります。

【専用スキャナーによる書類の読取り・データ化】

データ化
（CSV）

現在

現在

・庁内の「DX推進員座談会」（計45名出席／1月〜2月）でRPA
適⽤の意義の説明や候補事案の有無について意⾒交換しました。

【DX推進員座談会の様子・説明資料】

→公⽤⾞の⽤途・移動距離を⼿間をかけずに記録したい
→本庁の配布棚の自課宛書類の有無をリモートで知りたい
→図⾯の大きさや⾯積を機械的に把握したい

作業の自動化に
関連すると

思われる意⾒要望

３月迄の
状況

・上記と同様にDX推進員座談会で意⾒交換しました。
⼿書き書類の内容を
文字データ化することに
関連すると思われる

意⾒要望

→介護認定調査業務で調査員が対象者から聴き取った
メモを庁内システムに⼿⼊⼒しているが煩雑である

→健康課で扱う「検診記録表」の⼿書き文字をデータ化
したい※

※実書類で試⾏して検証予定

３月迄の
状況

〜学校教育課による購⼊品支払い処理〜
・これまで市内小中全校の購⼊品の支払い

処理はシステムへ⼿⼊⼒で⾏っていましたが
RPAを適⽤して⼊⼒作業を省⼒化しました。

【今年度のRPA適用の実案件（1件）】



・対象部署のワーキンググループによる準備（現・新差異分析）が
今後必要であり、対応してまいります。

【対象事務のシステム（⾚枠）について現⾏と移⾏後の新システムの差異分析を実施】
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WG原課（各システムを運用）
市⺠⽣活部税務課
市⺠⽣活部市⺠課
健康福祉部社会福祉課
健康福祉部高齢者福祉課
健康福祉部こども未来課
健康福祉部保育課
健康福祉部健康課
健康福祉部国保年⾦課
教育部学校教育課
経営戦略部情報政策課

ワーキンググループ
（各課標準化の推進担当者）

事務局︓
情報政策課

システムの標準化・共通化
検討委員会

IT推進本部

・標準化・共通化に向けてWG（ワーキンググループ）を
構成し、以下の体制案で4月より対応を開始します。

電算処理調整会議
（住⺠情報）

電算処理調整会議
（内部情報）

報告

報告

指示

指示

調整

報告

【推進体制（案）】

3月迄の
状況

現在
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本図は、「瀬⼾市
ICT戦略推進プラ
ン・官⺠データ活⽤
推進計画」の主要施
策に「バーチャル瀬
⼾」の狙いも加えて、
デジタル・トランス
フォーメーション実現
の形をイメージ（ビ
ジョン）にしたもので
す。

ビジョンの実現に向け
今後、検討や対応
の着手が必要

既に運用中だが今後も
拡大／改善／変革を

推進予定
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ありがとうございました


